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• 高齢者や未成年者の日常生活に関する移動の利便性向上 

• 燕市との連携強化 

１-１．前提条件の整理 
（１）目的 

（２）対象 

• 主として、高齢者や未成年者などを対象 

（３）運行内容に関する前提条件 

○運行形態 

○地域公共交通網 

１.広域公共交通の検討 

1 

• 定時定路線型とデマンド型の組み合わせを想定 

• ＪＲ弥彦線、ＪＲ越後線、スワロー号との乗り継ぎ・競合に配慮 

• 乗り継ぎが発生する場合は、乗り継ぎの距離や待ち時間を工夫 







■ルート設定条件 

•人口集積地を通る。 

•弥彦村民が多く利用する施設を通る。 

•巡回バスの利用が確実にあるバス停を通る。 

•使ったことがない人にもわかりやすい設定（非循環） 

• 分水地区との連携 

１.広域公共交通の検討 
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（２）ルート案の検討 

１-２．広域の地域公共交通の検討 

①ルート設定条件 





１.広域公共交通の検討 
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（３）ダイヤの検討 

１-２．広域の地域公共交通の検討 

•１台の車両を運転者１人が運行。 

 ⇒労働基準法上、運転者は出勤から退社まで１３時間が基本 

  （運行は実質１１時間程度） 

 ⇒運転者は、４時間運行して３０分休憩する必要がある。 

  （１０分以上を断続的にとることも可） 

•弥彦村民（特に未成年や高齢者）の通学、買い物、通院と既存利用の維
持が主対象 

 ⇒鉄道乗り継ぎ、施設利用時間・施設滞在時間などを考慮 

①ダイヤ設定条件（総論） 










